
赤
い
羽
根
共
同
募
金（
や
な
だ
に
産
業
ま
つ
り
）

第
4
5
号

平
成
2
9
年
1
1
月
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職  
員　
ま
ず
は
じ
め
に
、
民
生
委
員
制
度

の
成
り
立
ち
、
現
状
や
課
題
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

会  
長　
民
生
委
員
制
度
は
大
正
６
年
に
岡

山
県
で
創
設
さ
れ
た「
済
世
顧
問
制
度
」を
源

と
し
て
、
昭
和
21
年
に
民
生
委
員
と
い
う
名

称
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
制
度
創
設

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

我
々
民
生
児
童
委
員
は
力
を
合
わ
せ
て
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
へ
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
委
員
は
全
国
で
は
約
23
万
人
、
本
町
で

は
主
任
児
童
委
員
４
人
を
含
め
66
人
い
ま
す

が
、
70
歳
以
上
の
方
も
多
く
な
り
非
常
に
高

齢
化
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
委
員
の

な
り
手
が
少
な
く
、
本
町
で
も
20
年
以
上
続

け
て
い
る
方
も
お
り
、
民
生
委
員
の
高
齢
化

と
後
継
者
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
家
族

で
何
と
か
す
る
の
で

は
な
く
行
政
等
に
頼

る
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
都
会
で

は
団
地
な
ど
で
周
り

に
誰
が
住
ん
で
い
る

か
分
か
ら
ず
、
現
状

が
分
か
り
に
く
い
、

状
況
確
認
等
の
訪

問
が
受
け
入
れ
ら
れ

に
く
い
な
ど
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
町

は
ま
だ
ま
だ
地
域
内

で
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
お
互
い
に
助
け
合

い
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
域

の
受
け
皿
も
あ
り
委
員
と
し
て
の
活
動
が
し

や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

職  
員　
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
民
生

児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
歴
史

的
に
も
密
接
な
関
係
を
築
き
、
長
き
に
わ
た

り
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
委

員
さ
ん
に
は
様
々
な
形
で
社
協
活
動
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
日
頃
の
関
わ

り
の
中
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

会  
長　
民
生
児
童
委
員
は
行
政
や
社
協
と

の
間
の
つ
な
ぎ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
存

在
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
専
門
的

な
知
識
が
十
分
に
な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域

の
中
だ
け
で
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
、
行
政
や
社
協
の
専
門
職
と
協
力
・

相
談
し
て
解
決
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
行

政
な
ど
か
ら
投
げ
か
け
や
依
頼
が
あ
れ
ば
、

地
域
に
話
を
し
に
い
く
の
も
委
員
の
役
割
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

久
万
高
原
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　  

会
長
　
大
野 

昌
利
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

民生委員制度創設100周年を迎えて！
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職  
員　
最
後
に
民
生
児
童
委
員
と
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

会  
長　
一
個
人
が
役
場
や
社
協
へ
直
接
相

談
に
は
行
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
か
ら
行
政
や
社
協
へ
連
絡
す
る

こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と

も
多
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は

ぜ
ひ
民
生
委
員
に
頼
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
毎
月「
心
配
ご
と
相
談
所
」を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
話
を
す
る
だ
け
で
す
っ
き

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
来

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
解
決
し
て
い
け
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

職  
員　
本
日
は
貴
重
な

お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
町
民
生
児
童
委
員
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
る

大
野
会
長
な
ら
で
は
の
貴
重
な
お
話
と
熱
い
思
い
を

お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
民
生

児
童
委
員
や
行
政
・
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
N
P
O

な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
力
を
発
揮

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
連
携
が
す
す
め
ば
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
よ
り

効
果
的
で
大
き
な
成
果
を
生
み
出
す
可
能
性
が
広
が

り
ま
す
。
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番

身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
存

在
は
大
き
く
、
社
協
に
と
っ
て
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
今
後
と
も
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職  
員　
社
協
職
員
は
専
門
職
の
立
場
で
は

で
き
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
こ
と
を

民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
と

い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
が
ど
う
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

会  
長　
民
生
児
童
委
員
の
活
動
範
囲
は
広

が
っ
て
お
り
、
委
員
と
社
協
が
う
ま
く
協
力

し
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
専
門
的
で
分
か
り
に
く
い
こ
と
を
私

た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
私
た
ち
委
員
は
民
生
児
童

委
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
住
民
と
し

て
普
段
の
生
活
の
中
で
地
域
の
方
と
自
然
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
中
で

様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま

す
。し
か
し
近
年
は
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
、

行
政
等
か
ら
十
分
な
情
報
を
も
ら
え
な
い
こ

と
も
あ
り
、
逆
に
委
員
か
ら
情
報
提
供
を
し

て
も
、
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
の
か
が
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
今
以
上
に
地
域
住
民
の
力
と
な
れ

る
よ
う
、
行
政
や
消
防
、
社
協
と
が
情
報
共

有
し
合
い
、
お
互
い
に
協
力
し
て
い
く
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
民
生
児
童
委

員
・
行
政
・
消
防
・
社
協
等
み
ん
な
が
同
じ

立
場
で
考
え
、
連
絡
を
取
り
合
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
会
に
も
参
加
し
、
必
ず
何
か
一
つ
は

自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
う
す
く
広
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
地
域
の
声
を
あ
ち
こ
ち
へ
伝
え
る
た

め
今
後
も
で
き
る
限
り
地
域
住
民
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第65回愛媛県社会福祉大会
　10月12日（木）ひめぎんホールにおいて、第65回愛媛県社会福祉大会が開催
され、久万高原町から約70名の方が参加されました。
　長年の福祉活動や地域福祉の向上にご尽力された功績で、表彰されたみなさま
をご紹介します。今後も益々のご活躍をご祈念いたします。

〈 久万地区 〉
◦山岡 規久子 様 ◦小倉 　友子 様
◦日野 　修三 様 ◦長山 フミ子 様
◦日浦 千佳子 様 ◦土居 佳代子 様

〈 美川地区 〉
◦吉岡 　　卓 様 ◦安宅 ミレイ 様
◦西村 　富子 様 ◦（故）客 豊子 様

〈 面河地区 〉
◦中川 　洋子 様菅　和繁 様

〈 面河地区 〉

民生委員・児童委員功労 永 年 勤 続

片岡　重雄 様
〈 久万地区 〉

愛媛県民生児童委員協議会会長表彰愛媛県社会福祉協議会会長表彰

受賞おめでとう
ございます

じぶんの町を良くするしくみ。

赤い羽根共同募金運動
１０月１日日～１２月３１日日

　座席が回転し、
乗り降りのしやす
い福祉車両です。
送迎や訪問に使
用しています。
　冬期や災害発
生時を想定して、
四輪駆動車を配
備しました。

　万が一の災
害時に備え、温
かい食事の提
供ができるよう
購入しました。

福 祉 車 両 炊き出し用移動式かまど

　10月１日（日）より赤い羽根でおなじみの「共同募金運動」が始まっています。
みなさまよりお寄せいただいた募金は、福祉推進のために役立たせていただ
いております。久万高原町支会に配分を受け、その配分の一部を本会の車両や
備品の購入に活用させていただきました。

今年もみなさまのご協力をお願いいたします。
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合 同 運 動 会
面河・美川・柳谷デイサービス

　10月16日（月）〜20日（金）の
５日間、美川デイサービスを会場
に、毎年恒例の合同運動会を開
催しました。
　カーリングやじゃんけん、玉入
れなど、チームのために、みなさ
ん夢中になって競技されました。
　今年の優勝は、面河チーム！ 
勝っても負けても笑顔いっぱい
の楽しい運動会になりました。

玉入れ

カーリング

じゃんけん

白熱の応援

えいっ！

チョキを
出そうかな〜

うまく中心に
止まるかな？

それいけ〜！

みんながんばれ〜
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番外編いきふれあい いき～久万高原町の　　　　　　　　　 サロン紹介～・

久万高原町ボランティア連絡協議会面河支部
　8月13日（日）に面河小学校グラウンドで実行委員会・ボラ連面河支部主催の第12回おもご
夏祭りを開催しました。
　各ボランティアグループのみなさんが、「わたあめ」「たこ焼き」や生ビールなどの出店を行い、
お客さんとの掛け合いが漫才のようになっていたり、汗をかきながらひたすら調理に取り組む姿
が見られたりしました。盆踊りではお客さんだけでなく、出店をしている方も飛び入りで参加して
一体感を味わっていました。
　参加した方から「忙しかったけれど、楽しめた。」「アンパンマン音頭が踊れてよかった。」「花火が
たくさんできてよかった。」といった感想もあり、盛大に開催できました。

さまざまな場所で高齢者疑似体験と、認知症サポーター
養成講座を開催しています。その様子をご紹介いたします。

目が見えにくい、膝・肘が曲がらないなどの疑似体験セット
を装着して、日常の動作を体験していただきました。

認知症の方とその家族の応援者になるため、
認知症について学びました。

高齢者疑似体験

認知症サポーター養成講座

美川小学校
3・4年生

9月29日(金)
【　　  】 上浮穴高等学校

１年生
10月10日(火)
【　　  】 【消防本部・署】

10月25日(水)

【消防本部・署】
9月29日(金)

【育和会 職員】
8月25日(金)
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遊食祭 くまくるまるしぇ 社協ブース報告

8/27
久万地区

　手芸品、梅干し、かぼ
ちゃやなすなどの新鮮な
野菜を販売しました。
　当日は晴天に恵まれ、
訪れたお客さんから「いい
買い物をした。」と喜びの
声がありました。

第53回

●陽だまりサロン直瀬

9/24
面河地区

　おもごふるさとの駅で
販売している特産品や、
地元で商品開発した面河
ウーロン茶を販売しました。
ピリ辛味やとうもろこし
の粉を混ぜたこんにゃく
などがあり、珍しい商品
に道行く人が目をとめて
くれました。第54回

●中組サロン

遊食祭くまくるまるしぇ
社協ブース

10時～14時時 間

くままち商店街場 所

第56回  11月26日（日）柳谷地区
第57回  12月24日（日）久万地区
第58回    1月28日（日）面河地区

今後の行事のご案内 

　7月30日（日）に高原ゴルフ倶楽部において、第５回久
万高原町社協チャリティ－ゴルフコンペを開催しました。町
内外から207名の参加があり、盛大な大会になりました。
 「まごころ銀行」にご寄付いただいたチャリティーの
163,130円は久万高原町の地域福祉推進のために使わせ
ていただきます。ご協力ありがとうございました。

第５回久万高原町社協
チャリティーゴルフコンペ開催報告

　10月22日（日）に予定していました「まちまるごとスタンプラリー」は、台風21号の影響
により、やむなく中止とさせていただきました。
　ご支援ご協力いただきました各関係機関のみなさま、また、当日スタンプラリーを楽し
みにしていただいていたみなさまにご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます。

お
詫
び

〈 なごみ会へ感謝状贈呈 〉
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非常勤ホームヘルパー
募集中です
非常勤ホームヘルパー
募集中です
介護福祉士及び
ホームヘルパー２級以上の
有資格者を随時募集しています。

いっしょに
働きませんか？

お気軽にご相談ください。
心配ごと相談　開設時間9時～12時 弁護士法律相談　開設時間10時～15時

司法書士法律相談　開設時間10時～12時

地区 開  設  場  所 12 月 １月 ２月

久万 久 万 町 民 館 20日（水） ー 20日（火）

面河 面河住民センター 20日（水） ー 20日（火）

美川 社 協 本 所 ー 22日（月） ー

柳谷 社 協 柳 谷 支 所 ー 22日（月） ー

地区 開  設  場  所 12月 １月 ２月
久万 久 万 町 民 館 ー ９日（火） ー

地区 開  設  場  所 12月 １月 ２月
美川 社 協 本 所 ５日（火） ５日（金） ５日（月）

※予約が必要ですので、社協久万支所21−0800へ事前にご連絡
　ください。

※予約が必要ですので、社協本所56−0750へ事前にご連絡くだ
　さい。

※事前に久万高原町役場防災行政無線放送でお知らせします。

相談所開設のご案内

〒 791-1501 愛媛県上浮穴郡久万高原町上黒岩 2920 番地１
本　　所　TEL（0892）56-0750 　FAX（0892）56-0166
久万支所　TEL（0892）21-0800　 FAX（0892）21-3040
面河支所　TEL（0892）50-1833　 FAX（0892）50-1836
柳谷支所　TEL（0892）54-2941　 FAX（0892）50-1417 

編集・発行 / 社会福祉法人 久万高原町社会福祉協議会

つれづれ日記
　秋祭りも終わり、朝の冷え込みが身にしみるようになってきました。
　先日、近くの坂道を散策しました。鮮やかな紅葉を見つめながら、更けゆく
秋を感じました。
　白い雪景色が、すぐそこまできています。私は待ちどうしいです。（編集  俊彦）

　夫が10年前に他界し、現在では娘
と二人暮らしをしています。趣味であ
る野菜づくりをして田畑を荒らさない
よう頑張っていますが、高齢になり、
できることが限られ不安もあります。
でも、松山在住の長男と町内に住んで
いる娘たちや近所の皆さんも、できな
いところを手伝ってくれます。
　また、子どもたちは私の体調を気
遣ってくれ、定期的に様子を見にきて
くれます。みんなが助けてくれるおか
げで、今も楽しく生活ができ「ありが
とう」の気持ちでいっぱいです。
　これからも、迷惑かけるけど、よろ
しくね。　　　　（久万地区　下直瀬）

家族に囲まれる石﨑良子さん
（最前列右から２人目）
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